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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

基
礎
知
識
・
企
業
編

●
何
が
今
ま
で
と
変
わ
る
？

「
個
人
番
号
を
含
む
個
人
情
報

で
行
政
手
続
を
行
う
」

そ
も
そ
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
と
は
何
か
と
言
え
ば
、「
現

在
の
行
政
手
続
に
お
い
て
、
氏

名
、
性
、
生
年
月
日
、
住
所
な

ど
の
個
人
情
報
を
記
入
し
て
い

た
提
出
書
面
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
と
い
わ
れ
る
個
人
番
号
を
付

し
て
手
続
を
す
る
」
こ
と
で
す

（
図
１
）。

具
体
的
に
は
、
氏
名
、
性
、

生
年
月
日
な
ど
の
個
人
情
報
に

個
人
番
号
を
付
し
ま
す
。
な
お
、

個
人
番
号
の
内
容
に
含
む
個
人

情
報
を
「
特
定
個
人
情
報
」
と

言
い
ま
す
。（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

法
第
２
条
第
８
項
）

簡
潔
に
言
え
ば
「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
法
第
９
条
（
利
用
の
範
囲
）

で
規
定
し
て
い
る
行
政
機
関
に

提
出
す
る
書
面
を
作
成
す
る
場

合
に
、
個
人
番
号
が
必
要
と
な

る
」
と
な
り
、
言
い
換
え
る
と

「
行
政
機
関
に
提
出
す
る
書
面

に
個
人
番
号
を
書
く
場
面
以
外

で
は
個
人
番
号
は
扱
え
な
い
」

と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
法
律
で
は
行
政
機

関
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
「
扶
養
控
除
等
申
告
書
」

な
ど
の
実
務
面
で
は
、
企
業
が

保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
も
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
れ

ら
の
取
扱
い
例
が
、
少
々
理
解

を
面
倒
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

中
心
と
な
る
３
つ
の
概
念

「
付
番
」

「
本
人
確
認
」

「
情
報
連
携
」

「
付
番
」

な
ぜ
、
個
人
番
号
を
使
う
の

か
…
？
そ
れ
は
消
え
た
年
金
問

題
の
よ
う
に
、
氏
名
、
性
、
生

年
月
日
、
住
所
で
は
、
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
こ
と
に
限
界

が
あ
る
か
ら
で
す
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
は
、
唯
一
無
二
の
個

人
番
号
を
使
う
こ
と
で
特
定
の

個
人
を
識
別
し
ま
す
。

こ
れ
は
個
人
番
号
を
「
付
番
」

す
る
こ
と
で
行
わ
れ
ま
す
。
付

番
と
は
、
国
民
一
人
ひ
と
り
に

番
号
を
付
け
る
こ
と
で
す
。
住

民
票
の
あ
る
方
は
す
べ
て
付
番

が
な
さ
れ
、
外
国
人
の
方
も
住

民
票
が
あ
る
限
り
付
け
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
日
本
国
民
で

あ
っ
て
も
住
民
票
の
な
い
在
外

の
方
に
つ
い
て
は
、
個
人
番
号

の
付
番
が
な
さ
れ
ま
せ
ん
。
全
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社労士のぐちくにを事務所

代表　特定社会保険労務士

野口 邦夫

URL http://kunionoguchi.com/

URL http://www.facebook.com/kunio.noguchi1

E-mail sr@kunionoguchi.com

マイナンバー制度とは「行政手続における特定の

個人を識別するための番号利用に関する法律」（以

下、マイナンバー法）です。つまり、この名称を素

直に読むことが一番の理解法であり、字義通り「行

政手続で“個人”を“識別”するために“番号”を利

用する」わけです。それを、安全に適正管理するた

めの知識を、社労士の筆者がお伝えします。

「研修堂」登録コンサルタント
http://www.kenshudo.net

「マイナンバー制度」の心得!!
企業における基礎知識と
実務知識で安全管理を達成

図1 行政へ提出する際に記入する個人情報

■ 現在

氏名、性別、生年月日、住所 等

▼

■ マイナンバー制度へ移行後
氏名、性別、生年月日、住所 等

＋
“個人番号（マイナンバー）”

http://kunionoguchi.com/
http://www.facebook.com/kunio.noguchi1
mailto:sr@kunionoguchi.com
http://www.kenshudo.net
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国
民
一
人
ひ
と
り
に
付
番
を
す

る
の
が
原
則
で
す
が
、
例
外
も

あ
り
ま
す
。

付
番
は
住
民
票
の
有
無
が
基

準
と
な
り
ま
す
。
個
人
番
号
は

住
民
票
コ
ー
ド
か
ら
生
成
さ
れ

た
も
の
を
市
町
村
長
が
指
定
し

ま
す
。
唯
一
無
二
性
と
は
一
人

一
番
号
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

番
号
が
重
複
し
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。

識
別
す
る
た
め
の
番
号
に
関

し
て
は
、
個
人
に
個
人
番
号
を

付
け
る
だ
け
で
な
く
、
法
人
な

ど
に
法
人
番
号
を
付
番
し
ま

す
。
こ
ち
ら
の
付
番
は
国
税
庁

長
官
が
行
い
ま
す
。
法
人
番
号

は
個
人
情
報
と
は
関
係
が
な
く

取
扱
い
は
公
開
に
な
り
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
と
は
直
接
関
係

し
な
い
の
で
、
本
稿
で
は
述
べ

ま
せ
ん
。

「
本
人
確
認
」

・
な
り
す
ま
し
防
止

特
定
の
個
人
を
番
号
で
識
別

す
れ
ば
、
そ
れ
で
す
べ
て
解
決

す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

昨
今
、
番
号
制
度
を
導
入
し

て
い
る
ア
メ
リ
カ
の
社
会
保
障

番
号
な
ど
を
悪
用
し
た
「
な
り

す
ま
し
」
問
題
が
報
道
さ
れ
て

お
り
、
制
度
導
入
に
対
す
る
懸

念
材
料
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
で

は
、
な
り
す
ま
し
防
止
の
た
め

に
個
人
番
号
の
み
で
の
本
人
確

認
が
禁
止
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法

第
16
条
）
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
個
人
番
号
が
何
番
か
を

確
認
し
た
だ
け
で
は
、
そ
の
個

人
番
号
が
交
付
さ
れ
た
本
人
で

あ
る
と
判
断
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
で
す
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
法
第
17
条
）
を
用
い
て
、

本
人
そ
の
も
の
の
確
認
や
、
個

人
番
号
の
真
正
性
確
認
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ

る
と
し
て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
導
入
に
伴
っ
て
、
従
来
行

わ
れ
て
い
る
行
政
の
窓
口
で
の

本
人
確
認
の
方
法
は
変
更
さ
れ

る
こ
と
は
な
く
、
個
人
番
号
カ

ー
ド
や
そ
の
他
の
身
分
証
明
書

を
用
い
て
、
本
人
確
認
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
具
体

的
な
本
人
確
認
の
例
は
後
述
し

ま
す
。

「
情
報
連
携
」

・
既
存
の
し
く
み
を
、
そ
の
ま

ま
に
分
散
処
理

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
こ

う
し
た
番
号
を
ベ
ー
ス
に
し
て

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
を
使

い
「
情
報
連
携
」
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
は
社
会
保
障
・
税
な
ど
の

た
め
に
、
複
数
の
府
省
庁
や
自

治
体
と
の
間
で
相
互
活
用
す
る

形
に
な
り
、
そ
の
た
め
の
情
報

連
携
の
基
盤
と
な
る
情
報
提
供

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
別

途
つ
く
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

個
人
番
号
を
キ
ー
に
し
て
情
報

連
携
を
実
施
す
る
の
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
シ
ス

テ
ム
で
は
個
人
情
報
の
保
護
の

た
め
に
、
個
人
番
号
そ
の
も
の

は
使
わ
ず
別
の
特
殊
な
符
号
に

個
人
番
号
を
変
換
し
て
使
い
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
符
号
か
ら

は
個
人
番
号
を
再
生
で
き
な
い

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
そ
の
も
の
に
は
個
人
番
号

を
含
め
て
個
人
情
報
は
蓄
積
さ

れ
な
い
し
く
み
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
既
存
の
し
く

み
を
繋
ぐ
し
く
み
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
で
個
人
番

号
の
利
用
が
規
定
さ
れ
て
い
る

場
合
に
、
あ
る
個
人
番
号
利
用

事
務
実
施
者
が
本
人
の
必
要
な

個
人
情
報
を
照
会
し
、
ま
た
照

会
さ
れ
た
側
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

法
に
利
用
が
規
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
、
そ
れ
ら
の
限

ら
れ
た
個
人
情
報
を
提
供
し
ま

す
。
つ
ま
り
、
既
存
の
し
く
み

は
そ
の
ま
ま
な
の
で
、
基
礎
年

金
番
号
な
ど
の
既
存
の
番
号
も

そ
の
ま
ま
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
個
人
番
号
が

わ
か
れ
ば
個
人
情
報
が
芋
ず
る

式
に
す
べ
て
が
流
出
す
る
と
い

う
こ
と
は
な
い
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
今
ま
で
と
同
じ
範
囲
以

上
は
な
い
の
で
す
。
先
に
年
金

機
構
の
情
報
流
出
の
事
故
が
あ

り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
法
の
し
く
み
と
は
関
係

な
く
、
従
来
の
シ
ス
テ
ム
の
問

題
で
す
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
は

個
人
情
報
保
護
法
の
特
別
法

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
個

人
保
護
法
令
の
特
則
、
つ
ま
り

特
別
法
で
あ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

法
に
規
定
さ
れ
る
も
の
が
主
に

使
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
特
別

法
は
一
般
法
に
優
先
す
る
か
ら

で
す
。

し
か
し
、
そ
の
特
別
法
で
あ

る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
に
規
定
さ

れ
て
い
な
い
も
の
は
、
一
般
法

で
あ
る
個
人
情
報
保
護
法
令
に

よ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
こ
と
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
の
理
解
を
少
々
難
し
く
し

て
い
る
面
が
あ
り
ま
す
。

「
個
人
情
報
」
の
こ
と
を
規
定

し
て
い
る
の
は
個
人
情
報
保
護
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

3
つ
の
実
務
知
識

で
は
、
実
際
に
、
ど
の
よ
う

な
点
を
抑
え
て
お
け
ば
い
い
の

か
を
「
３
つ
の
実
務
知
識
」
の

視
点
か
ら
説
明
し
ま
す
。

●
実
務
①：

誰
か
ら
集
め
て

ど
う
本
人
確
認
を
す
る
か

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
第
９
条

（
利
用
の
範
囲
）
で
規
定
さ
れ

る
行
政
機
関
に
提
出
す
る
書
面

に
個
人
番
号
を
書
く
場
面
、
本

人
か
ら
個
人
番
号
の
提
供
を
受

け
ま
す
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
第

14
条
）。
本
人
と
は
、

・
社
会
保
障
、
税
な
ど
日
常
的

に
手
続
が
必
要
な
従
業
員

・
業
務
委
託
や
講
演
な
ど
の
報

酬
や
料
金
を
支
払
う
相
手

な
ど
で
す
。
例
え
ば
、
筆
者
の

よ
う
な
社
労
士
（
士
業
）、
教

育
研
修
を
お
願
い
し
た
講
師
、

不
動
産
賃
貸
で
賃
料
を
支
払
う

個
人
、
配
当
を
す
る
株
主
な
ど

に
な
り
ま
す
。
通
常
は
、
行
政

機
関
に
提
出
す
る
書
面
を
作
成

す
る
場
面
で
提
供
を
求
め
れ
ば

い
い
の
で
す
。

支
払
い
が
発
生
す
る
と
、
ほ

と
ん
ど
の
ケ
ー
ス
で
税
関
係
が

生
じ
、
支
払
調
書
な
ど
の
法
定

調
書
の
発
行
が
さ
れ
、
そ
の
と

き
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
な
お
、
制
度
導
入

前
は
、
提
出
さ
れ
る
法
定
調
書

を
個
人
情
報
に
も
と
づ
き
名
寄

せ
し
て
所
得
を
把
握
し
て
い
た

わ
け
で
す
。
制
度
導
入
後
は
、

個
人
番
号
を
キ
ー
に
名
寄
せ
が

速
や
か
に
行
わ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

本
人
の
中
で
も
従
業
員
に
つ

い
て
は
、
継
続
を
し
て
個
人
番

号
を
使
う
場
面
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
都
度
、
本
人
確
認
を
し
て

対
応
す
る
の
は
会
社
も
従
業
員

も
煩
雑
で
あ
り
、
会
社
が
個
人

番
号
を
保
管
す
る
こ
と
が
普
通

と
な
り
ま
す
。

こ
こ
に
会
社
と
し
て
の
実
務

が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
厳
密
な

取
扱
い
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
と

い
う
の
も
、
従
来
の
個
人
情
報

に
比
べ
て
、
特
定
個
人
情
報
は

個
人
の
特
定
が
明
確
で
す
。
当

然
、
そ
の
漏
え
い
は
被
害
が
大

き
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

か
ら
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
法
は
罰
則
を
重
く

し
、
第
三
者
委
員
会
で
あ
る
特

定
個
人
情
報
保
護
委
員
会
の
監

督
を
受
け
、
個
人
番
号
利
用
事

務
を
担
当
す
る
行
政
機
関
等
に

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
影
響
評
価
を
義

務
付
け
て
い
ま
す
。

個
人
番
号
の
提
供
を
受
け
る

際
は
、
本
人
確
認
の
措
置
を
と

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法

第
16
条
）。
こ
の
本
人
確
認
の

措
置
は
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な

る
事
務
と
な
り
ま
す
。
本
人
確

認
は
、
そ
の
人
が
確
か
に
本
人

で
あ
る
こ
と
と
、
そ
の
個
人
番

号
が
真
正
な
も
の
で
あ
る
か
の

確
認
で
す
。
通
常
は
通
知
カ
ー

ド
ま
た
は
個
人
番
号
カ
ー
ド
、

も
し
く
は
住
民
票
で
番
号
の
真

法
令
、「
特
定
個
人
情
報
」
を

規
定
し
て
い
る
の
が
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
法
で
あ
る
、
と
理
解
す
る

と
幾
分
理
解
し
や
す
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。
な
お
、
特
定
個
人

情
報
も
個
人
情
報
の
一
種
で
す

（
図
２
）。

個
人
番
号
を
そ
の
内
容
に
含

む
個
人
情
報
が
「
特
定
個
人
情

報
」
で
す
か
ら
、
個
人
番
号
を

内
容
に
含
ま
な
け
れ
ば
「
個
人

情
報
」
と
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
個
人
番
号
を
マ
ス

キ
ン
グ
し
た
り
し
て
消
去
す
れ

ば
個
人
情
報
と
な
り
、
今
ま
で

通
り
の
管
理
と
な
り
ま
す
。
通

常
、
行
政
へ
書
面
を
提
出
す
る

と
き
な
ど
は
写
し
を
と
る
よ
う

で
す
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
た
ら
、
写
し
の

個
人
番
号
の
み
を
マ
ス
キ
ン
グ

し
て
見
え
な
く
す
れ
ば
、
今
ま

で
と
同
じ
取
扱
い
で
い
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。

マ
ス
キ
ン
グ
を
す
れ
ば
後
々

に
廃
棄
な
ど
の
対
応
を
案
ず
る

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
法
で
は
「
何
人
も
…
該

当
す
る
場
合
を
除
き
、
特
定
個

人
情
報
（
他
者
の
個
人
番
号
を

含
む
も
の
に
限
る
）
を
収
集
し
、

ま
た
は
保
管
し
て
は
な
ら
な

い
」（
第
20
条
）
に
触
れ
る
か
ら

保
管
す
る
と
い
う
状
態
を
、
マ

ス
キ
ン
グ
を
す
る
こ
と
で
避
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特定個人情報
（番号法）

通称　マイナンバー法

個人情報
（個人情報保護法などの法令）

図2 特定個人情報と個人情報の関係
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正
性
を
確
認
し
ま
す
。

そ
の
人
が
、
そ
の
人
そ
の
も

の
で
あ
る
か
は
、
運
転
免
許
証
、

パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
公
的
な
写

真
が
あ
れ
ば
１
点
で
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

写
真
の
な
い
も
の
は
健
保
証

と
預
金
通
帳
な
ど
２
点
を
必
要

と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
本

人
確
認
は
、
現
在
、
公
で
行
わ

れ
て
い
る
本
人
確
認
と
ほ
ぼ
同

じ
で
す
。
年
金
事
務
所
で
年
金

相
談
を
す
る
と
最
初
に
本
人
確

認
が
な
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
と
同

じ
と
考
え
て
差
し
支
え
あ
り
ま

せ
ん
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
で
は
、
個

人
番
号
カ
ー
ド
を
発
行
す
る
こ

と
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
第
17
条
）

で
、
こ
れ
ら
の
個
人
番
号
の
真

正
性
と
本
人
で
あ
る
こ
と
の
確

認
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
個
人
番
号
カ
ー

ド
は
申
請
に
よ
り
作
成
さ
れ
る

も
の
で
す
か
ら
、
ス
タ
ー
ト
時

は
間
に
合
わ
な
い
ケ
ー
ス
も
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

●
実
務
②：

何
を
い
つ
ま
で
に

誰
が
準
備
す
れ
ば
よ
い
か

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
ス
タ

ー
ト
に
あ
た
り
、
従
業
員
の
個

人
番
号
カ
ー
ド
を
会
社
が
扱
う

の
は
、「
平
成
28
年
扶
養
控
除

等
申
告
書
」
に
な
る
か
と
思
わ

れ
ま
す
（
採
用
時
に
も
提
出
）。

こ
れ
は
、
毎
年
１
月
１
日
に
扶

養
等
の
状
況
を
申
告
し
毎
月
の

税
額
計
算
の
も
と
に
な
る
も
の

で
す
。
こ
の
際
に
本
人
確
認
を

行
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
前
に
扶
養
控

除
等
申
告
書
な
ど
の
特
定
個
人

情
報
の
取
扱
い
の
基
本
方
針
・

規
程
を
定
め
、
具
体
的
な
対
応

を
整
え
て
お
く
こ
と
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
従
業
員
以
外
の
者

に
つ
い
て
は
都
度
、
本
人
確
認

を
し
て
対
応
す
れ
ば
い
い
の
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
個
人
情
報
を

収
集
・
保
管
す
る
場
合
は
、
従

業
員
の
取
扱
規
程
を
準
用
す
れ

ば
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

実
際
に
特
定
個
人
情
報
を
保

管
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
安
全

管
理
措
置
を
と
る
必
要
が
あ
り

「
組
織
的
・
人
的
・
物
理
的
・
技

術
的
」
な
措
置
と
な
り
ま
す
。

組
織
的
安
全
管
理
措
置
は
、

特
定
個
人
情
報
の
取
扱
い
の
部

署
、
そ
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
、
記

録
事
項
な
ど
を
定
め
ま
す
。

人
的
安
全
管
理
措
置
は
、
特

定
個
人
情
報
を
取
扱
う
人
に
対

し
て
の
動
機
づ
け
、
研
修
な
ど

が
必
要
で
し
ょ
う
。

物
理
的
安
全
管
理
措
置
は
、

特
定
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
区

域
を
管
理
区
域
と
し
て
対
応
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

技
術
的
安
全
管
理
措
置
は
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
な
ど

を
使
う
場
合
の
、
技
術
的
な
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
対
応
し

ま
す
。

●
実
務
③：

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
な

ど
の
特
定
個
人
情
報
の
保
管

や
管
理
は
、
誰
が
ど
う
す
れ

ば
い
い
か

扶
養
控
除
等
申
告
書
と
い
う

特
定
個
人
情
報
を
収
集
し
、
保

管
す
る
部
署
で
は
担
当
者
を
決

め
て
、
そ
れ
か
ら
個
人
番
号
を

使
う
際
に
記
録
を
行
い
、
責
任

者
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る
よ
う

に
し
て
お
け
ば
足
り
ま
す
。

お
わ
り
に

●
過
剰
反
応
は
禁
物

「
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

は
、
見
え
る
番
号
で
す
」
と
言

う
と
驚
か
れ
る
方
も
多
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。
住
基
番
号
が
行

政
の
み
で
使
わ
れ
る
見
え
な
い

番
号
に
対
し
て
、
個
人
番
号
は
、

行
政
内
部
の
み
で
な
く
民
間
に

も
流
通
す
る
こ
と
を
前
提
に
制

度
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
他
者
の
個
人
番
号
を
見
て
は

い
け
な
い
」
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
と
は
い
え
、
見
え
る
番

号
だ
か
ら
と
い
っ
て
も
収
集
の

制
限
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
第
20

条
）
が
あ
る
の
で
、
収
集
保
管

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

内
閣
府
の
説
明
に
よ
れ
ば
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
番
号
の

よ
う
な
も
の
だ
と
説
明
を
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
現
在
で

も
本
人
確
認
が
な
く
、
各
種
支

払
い
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番

号
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
を
み

れ
ば
、
い
た
ず
ら
に
過
剰
な
反

応
を
せ
ず
社
会
常
識
に
し
た
が

っ
て
行
動
す
れ
ば
何
ら
恐
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
特
定
個
人
情
報
の
マ
ス
タ
ー

個
人
情
報
が
個
人
番
号
を
含

む
「
特
定
個
人
情
報
」
と
い
う

新
し
い
概
念
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
制
度
の
登
場
で
す
。

雇
用
保
険
の
取
得
の
手
続
き

の
際
に
会
社
に
返
さ
れ
る
書
類

に
は
、
個
人
番
号
は
記
載
さ
れ

ま
せ
ん
。
源
泉
徴
収
票
も
本
人

に
渡
す
も
の
に
は
記
載
さ
れ
ま

せ
ん
。
会
社
で
特
定
個
人
情
報

を
持
つ
の
は
、
本
来
は
行
政
に

提
出
す
る
「
扶
養
控
除
等
申
告

書
」
で
す
。
こ
れ
を
特
定
個
人

情
報
の
マ
ス
タ
ー
に
し
て
安
全

管
理
措
置
を
施
す
こ
と
、
こ
れ

が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

「見える番号」の参考資料：マイナンバー社会保障・税番号制度　概要資料（内閣府）
http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/pdf/gaiyou_siryou.pdf

http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/pdf/gaiyou_siryou.pdf

